
山
内
忠
司
氏（
草
平
町
）が
瑞
宝
双
光
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

氏
は
、多
年
に
わ
た
り
警
察
業
務
に
尽
力

さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、今
回
の
受
章
と

な
り
ま
し
た
。

中
野
和
俊
氏（
四
会
町
）が
瑞
宝
双
光
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

氏
は
、多
年
に
わ
た
り
消
防
業
務
に
尽
力

さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、今
回
の
受
章
と

な
り
ま
し
た
。

▼
募
集
場
所
／

佐
織
中
学
校
南
駐
車
場
　
募
集
台
数 

2
台

・
所
在
　
　
諏
訪
町
中
杁
244
番
1

・
使
用
料
　
1
台
1
か
月
4
千
500
円

稲
葉
駐
車
場
　
募
集
台
数 

1
台

・
所
在
　
　
稲
葉
町
米
野
133
番
1

・
使
用
料
　
1
台
1
か
月
1
千
500
円

▼
利
用
開
始
日
／
8
月
1
日（
木
）

※
利
用
許
可
期
間
は
最
長
5
年

▼
申
し
込
み
／
7
月
10
日（
水
）〜
16
日（
火
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時（
土
・
日
曜
日
、祝
日

を
除
く
）に
財
政
課
で
受
け
付
け
し
ま
す
。そ

の
際
、必
ず
車
検
証
の
写
し
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。申
請
書
は
窓
口
で
記
入
で
き
ま
す
。

▼
抽
選
／
7
月
18
日（
木
） 
市
役
所
南
館
1
階

佐
織
中
学
校
南
駐
車
場
：
午
後
6
時
30
分

稲
葉
駐
車
場：午
後
7
時

▼
使
用
料
の
納
付
方
法
／
年
2
回
、納
付
書

で
前
納
し
て
く
だ
さ
い
。途
中
で
解
約
す
る

場
合
は
、還
付
請
求
が
で
き
ま
す
。

▼
施
設
名
／
佐
屋
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、佐

織
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
募
集
要
項
・
申
請
書
／
７
月
中
旬
に
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定

▼
日
時
／
7
月
17
日（
水
）午
後
２
時
〜

▼
場
所
／
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
佐
屋
支

所（
永
和
地
区
公
民
館
内
）

▼
募
集
要
件
／
60
歳
以
上
の
愛
西
市
民
で
、

心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

介
護
事
業
所
で
働
い
て
み
た
い
方
や
介
護

に
興
味
・
関
心
が
あ
り
勉
強
し
て
み
た
い
方

を
対
象
と
し
た
、演
習
を
交
え
た
入
門
的
な

研
修
で
す
。研
修
終
了
後
は
、あ
い
ち
介
護
サ

ポ
ー
タ
ー
バ
ン
ク
に
登
録
し
、介
護
事
業
所

と
条
件
が
合
致
し
た
場
合
は
、就
業
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。

▼
日
時
／

【
基
礎
講
座
】8
月
27
日（
火
）午
後
1
時
30
分

〜
4
時
30
分

【
入
門
講
座
】9
月
3
日（
火
）、11
日（
水
）、18

日（
水
）午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

※
各
講
座
の
み
の
受
講
も
可
能

▼
場
所
／
津
島
市
文
化
会
館（
津
島
市
藤
浪

町
三
丁
目
89
番
地
10
）

▼
対
象
／
県
内
在
住
の
高
校
生
以
上
の
方

▼
料
金
／
無
料

▼
申
込
方
法
／
市
役
所
設
置
の
チ
ラ
シ
ま
た

は
あ
い
ち
介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
バ
ン
ク
運
営
事

務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

 

お知らせ

市役所　〒496-8555（住所不要）　FAX（26）1011 https://www.city.aisai.lg.jp/

※維持管理費は、令和6年3月31日現在で支出処理が確定している値のみを記載しています。

たつたわじゅう

たつた

明治33年（新堤防施工後）

立田村史より

明治22年（新堤防施工前）

■ 土木課   ☎ (55)7125

木曽三川分流工事 で切り取られた 立田輪中
（立田輪中悪水土地改良区）

排水機場は水を吸い込む機能上たくさんのゴミが流れてきます。処分には多くの
費用が掛かりますので、水路へのゴミ捨てはやめてください。

『木曽三川分流工事』と言えば、尾張地域の小学校では教科書に必ず登場する明治時代の一大工事で
す。立田輪中をはじめ、高須輪中、長島輪中といった木曽三川（木曽川、長良川、揖斐川）の合流地帯にあっ
た多くの輪中地区は、河川内の中州の周囲に堤防を作り、その中で大雨の洪水被害に悩まされつつも
暮らしてきました。洪水対策として江戸幕府による改修工事が幾度か行われましたが、当時の土木技
術では一定の効果しか得ることが出来ませんでした。
明治時代に入り、政府が依頼したオランダ人技師デ・レーケによって現在の堤防ラインが築かれま
した。この工事により、立田輪中の西側
（地図の青部分）は木曽川へ沈めるため
に切り取られ、ここに住んでいた人々
は、津島・佐屋との間を流れていた佐屋
川跡に代替え地を与えられたり、故郷を
出て行ったりしました。輪中住民の生命
財産を守るための国家プロジェクトでし
たが、願いの通りにはならなかった人々
もいたのです。
こうした過去の方々のご苦労のおかげ
で、現在はどの輪中地区も明治の新堤防
に守られています。更に戦後には排水機
場までが各地に設置され、今では地盤の
低い土地も安全に暮らせるようになって
います。

令和5年度 維持管理費 令和5年度 排水機場 運転状況

水路、排水機場等
施設全体 うち光熱水費 排水機場名 運転日数 運転時間

35,187,944円 22,858,963円
立田排水機場 197日 2,089時間

197日 2,010時間立田輪中
第二排水機場

津島津島

■

■

　
シ
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バ
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人
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5
9
3
0

■ ■

2024.7 8広報あいさい2024.79 広報あいさい
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